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・この度は、TAKEGAWA 商品をお買い上げ頂きまして有り難うございます。使用の際には下記事項を遵守頂きますようお願い致します。

・取り付け前には、必ずキット内容をお確かめ下さい。万一お気付きの点がございましたら、お買い上げ頂いた販売店にご相談下さい。

☆ご使用前に必ずお読み下さい☆

◎イラスト、写真などの記載内容が本パーツと異なる場合がありますので、予めご了承下さい。

商品番号

適応車種
フレーム番号

：０６－０９－０２０７
：ＨＯＮＤＡ　１２Ｖ ＤＡＸ

：ＡＢ２６－１０００００１～

○１２Ｖ　ＤＡＸの純正ハブにボルトオン可能な、１２インチワイドホイールキットです。
　純正ハブをそのまま利用出来る為、ブレーキ周りやスプロケット等を変更する必要はありません。
○リム幅は、フロント用３．４インチ・リヤ用３．７インチと迫力のあるワイドな設定となっています。
○切削加工は全てマシニングセンタにより加工していますので、シャープな加工断面と、加工ずれ等の無い高精度な合わせ面を実現しています。
○合わせタイプのホイールなので、タイヤの装着もハンドツールで行う事が出来、取り扱いが容易です。

～特　徴～

◎取扱説明書に書かれている指示を無視した使用により、事故や損害が発生した場合、当社は賠償の責を一切負いかねます。
◎この製品を取り付け使用し、当製品以外の部品に不具合が発生しても当製品以外の部品の保証は、どの様な事柄でも一切負いかねます。
◎当製品は、上記適応車種の車両専用品です。他の車両には取り付け出来ませんのでご注意下さい。
◎作業内容につきましては、タイヤ・ホイールを車体から取り外した状態での説明となります。
　タイヤ・ホイールの脱着作業は、ホンダ純正サービスマニュアルを参照し、確実に行って下さい。
◎必ずタイヤビード部に植物性石鹸水又はタイヤ組み付け用のビードクリームを塗布し組み付けて下さい。
　ビード部には、グリースや潤滑剤は一切使用しないで下さい。

◎組み付け作業や走行時のアクシデント等により変形したホイールは、事故の原因になるので、必ず交換して下さい。
◎ホイールの向きは、エアバルブの付いている側のホイールが、車両の進行方向右側になるよう取り付けて下さい。
◎車両個体差及びタイヤ銘柄等の外的要因により、車体との干渉を生ずる場合があります。
◎本商品で悪路・オフロード走行や、段差への乗り上げ等は絶対に行わないで下さい。
◎当社にてＤＡＸ（ＡＢ２６）に装着確認の取れているタイヤ及びチューブは、
　タイヤ　：Ｆａｌｃｏｎ製　ＦＭＲ　Ｆ６５　１００／６５－１２　※本タイヤは、一般公道では使用出来ません。
　　　　　　ＭＡＸＸＩＳ製　Ｍ―６０２９　１１０／６０―１２（当社品番：０６―０９―０２１０）
　チューブ：Ｄｕｎｌｏｐ製　３．００＊８０／１００＊１００／８０－１２　ＴＲ４です。

 ・取り付け作業は、平坦な場所でメンテナンススタンド等を使用し車両を安定させて確実に行って下さい。
 ・このホイールは、チューブ専用ホイールです。必ずタイヤサイズに適応したタイヤチューブを使用して下さい。
 ・空気圧は必要以上に高めないで下さい。　

注意 この表示を無視した取扱をすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容及び物的損害が想定される内容を示しています。

ＤＡＸ用
１２インチワイドアルミホイールキット　取扱説明書

 ・作業等を行う際は、必ず冷間時（エンジンおよびマフラーが冷えている時）に行って下さい。（火傷の原因となります。）
 ・作業を行う際は、安全に十分注意し、その作業に適した工具を用意して行って下さい。（部品の破損、ケガの原因となります。）
 ・規定トルクは、必ずトルクレンチを使用し、確実に作業を行って下さい。（ボルトおよびナットの破損、脱落の原因となります。）

 ・製品およびフレームには、エッジや突起がある場合があります。作業時は、手を保護して作業を行って下さい。（ケガの原因となります。）
 ・走行前は、必ず各部を点検し、ネジ部等の緩みが無いかを確認し緩みが有れば規定トルクで確実に増し締めを行って下さい。
　　（部品の脱落の原因となります。）
 ・変形したホイールは、絶対に使用しないで下さい。重大な事故の原因となります。
 ・走行前には、必ず各部の取り付け状態や、空気圧を点検して下さい。又、走行中異常が発生したと思われる場合は、直ちに車両を安全な場　
　 所に停止させ、異常箇所の点検を行って下さい。
 ・タイヤの表示サイズが同一であっても、メーカーやタイヤ銘柄により、実サイズに公差及び個体差があります。ワイドタイヤ装着の際は、
　 タイヤと車体の干渉等が無いか十分に確認した上で、ご使用下さい。

　 （干渉によりタイヤのバースト等の恐れがあり、不慮の事故の原因となります。）
 ・製品梱包のビニール袋は、幼児の手の届かない所に保管するか、廃棄処分して下さい。（幼児がかぶったりすると、窒息の恐れがあります。）
 ・本商品で悪路・オフロード走行や、段差や縁石への乗り上げ等は絶対に行わないで下さい。（ホイールを破損する恐れがあり、重大な事故の
　 原因となります。また、扁平率が７０以下のタイヤを装着する場合は特に気をつけて下さい。）

　警告 この表示を無視した取扱をすると、人が死亡したり重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。
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ハブ取り付け面
掘込み加工の有無

１２ｘ３．４”　Ｌ.ホイール 無 有
１２ｘ３．４”　Ｒ.ホイール 有 無
１２ｘ３．７”　Ｌ.ホイール 無 無
１２ｘ３．７”　Ｒ.ホイール 有 有

リヤ用

ホイール種別 フロント／リヤ エアバルブ穴の有無

フロント用

～商　品　内　容～

◎性能アップ、デザイン変更、コストアップ等で商品および価格は予告無く変更されます。あらかじめご了承下さい。
◎クレームについては、材料および加工に欠陥があると認められた商品に対してのみ、お買い上げ後１ヶ月以内を限度として、修理又は、交換させて
　頂きます。ただし交換工賃等の一切の費用は対象となりません。正しい取り付けや、使用方法など守られていない場合は、この限りではありません。
　なお、レースや悪路走行等でご使用の場合は、いかなる場合もクレームは一切お受け致しません。あらかじめご了承下さい。
◎この取扱説明書は、本商品を破棄されるまで保管下さいます様お願い致します。

～ホイールの見分け方～

○本キットのホイールは、それぞれ寸法及び加工が異なります。
　組み付け時に正しい組み合わせにしなければ、車体に対してホイールのセンターが出ない等不具合の原因となりますので、下表を参照しご確認頂い
　た上で、組み付け作業を行って下さい。

１ ２

５ ６

３ ４

５ ６

※リペアパーツはリペア品番にてご発注下さい。尚、単品出荷出来ない部品もありますので、　
　その場合はセット品にてご注文下さいます様お願い致します。

※リペアパーツはリペア品番にてご発注下さい。尚、単品出荷出来ない部品もありますので、　
　その場合はセット品にてご注文下さいます様お願い致します。

０６―０９―０２０７　１２×３．４／１２×３．７　ワイドホイールキット

０６―０９―０２０８　１２×３．４　フロントホイールセット

０６―０９―０２０９　１２×３．７　リヤホイールセット

番号 部　品　名 数量 リペア品番 入数
１ １２ｘ３.４”Ｌ.ホイール １
２ １２ｘ３.４”Ｒ.ホイール（エアバルブ穴有り） １
５ フランジソケットキャップスクリュー　６×１６ １２ ＢＷ－００－００２８ ６
６ フランジＵナット　Ｍ６ １２ ＢＷ－０２－０００３ ６

番号 部　品　名 数量 リペア品番 入数
３ １２ｘ３.７”Ｌ.ホイール １
４ １２ｘ３.７”Ｒ.ホイール（エアバルブ穴有り） １
５ フランジソケットキャップスクリュー　６×１６ １２ ＢＷ－００－００２８ ６
６ フランジＵナット　Ｍ６ １２ ＢＷ－０２－０００３ ６
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～取　り　付　け　要　領～

作業の際は、水平で安全な場所で、必ずメンテナンススタンド等を用いて車両を水平に安定させてから、作業を行って下さい。

１．取り付けるタイヤとチューブを点検し、タイヤビード部に植物性

　　石鹸水又はタイヤ組み付け用のビードクリームをを塗布して下さい。
２．Ｒ．ホイール（エアバルブ穴がある方）に、タイヤをはめ込みます。
　　この時、タイヤに回転方向指定がある場合や、軽点マーク（ペイン
　　トマーク）がある場合は、タイヤ組み付け方向及び位置を考慮した
　　上ではめ込みます。
３．タイヤチューブをタイヤにねじれないように押し込み、Ｒ．ホイール
　　のバルブ穴にタイヤチューブのエアバルブを通して、チューブの形
　　状を整えます。
４．ホイールを合わせる際に、チューブが挟み込まれにくいように、　　

　　チューブに少量の空気を入れておきます。
５．Ｒ．ホイールのエアバルブ避け加工の位置と、Ｌ．ホイールのエアバ
　　ルブ避け加工の位置を合わせて、組み付けて下さい。

●ホイールの組み立て

　注意：タイヤとチューブの取り扱いの詳細につきましては、
　　　　ご使用になるタイヤ及びチューブの取扱説明書や注意事
　　　　項等を十分にご確認頂き、正しい取り扱いをして下さい。

６．ホイールの合わせ面が Ｌ．と Ｒ．で段差の無い位置になるよう位置
　　を調整し、フランジソケットキャップスクリュー６×１６及びフラ
　　ンジＵナットＭ６を仮止めします。

７．フランジソケットキャップスクリュー６×１６及びフランジＵナッ
　　トＭ６を、対角線上に均等に締め付けます。
　　締め付けトルク：１４Ｎ・ｍ（１．４ｋｇｆ・ｍ）
８．タイヤ及びチューブの取扱説明書等を確認し、注意事項を遵守して、
　　エアを装填します。
　　警告：必ずご使用になるタイヤ及びチューブの注意事項に従いエア
　　　　　を装填して下さい。また、空気圧は必要以上に高めないで下
　　　　　さい。　

９．指定空気圧にエアを調整し、エア漏れ等が無いかを確認します。

●ホイールの取り付け

１．純正サービスマニュアルを参照し、車両よりタイヤ・ホイールを外

　　し、純正ハブを取り外します。
２．ＤＡＸ純正ハブに、タイヤを組み付けたホイールを取り付けます。
　　フロント用（１２Ｘ３．４"）は進行方向左側、リヤ用（１２Ｘ３．７
　　"）は進行方向右側から純正ハブを取り付けます。
　　注意：ホイールのハブ取り付け面は掘り込み加工を施して有ります
　　　　　ので、掘り込み部分に正しくハブを嵌め込んで下さい。
３．純正ハブと純正ホイールを固定していたスクリューとナットを用い
　　て、対角線上に均等に締め付けます。

　　締め付けトルク：２０～３０Ｎ・ｍ（２．０～３．０ｋｇｆ・ｍ）
４．車両よりタイヤ・ホイールを取り外した逆の手順で、車両に組み付
　　けます。

１．取り付けスクリューに緩みがないか、またタイヤの空気圧が適正か
　　確認します。
２．タイヤを手で回転させて、タイヤと車体の干渉等不具合が無いか、
　　十分に確認してから走行するようにして下さい。

　　車両のセンタースタンドを上げた状態（走行時の状態）も必ず確認
　　して下さい。
　　特に写真の矢印部分の干渉に注意して下さい。
　　・フロントフェンダー取り付けスクリュー部分
　　・ドライブチェーンとタイヤ側面、及びドライブチェーンとセン　
　　　タースタンド
　　・タイヤとスイングアーム

●最終確認

　　注意：装着時に数ｍｍのクリアランスが確保されていたとしても、　
　　　　　走行してタイヤが遠心力を受けて変形する事により、高速回
　　　　　転中のみタイヤが干渉する場合もありますので、走行後にも
　　　　　干渉した跡が無いか確認して下さい。
３．取り付け後も、取り付けスクリューに緩みがないか、またタイヤの

　　空気圧が適正か定期的に確認を行って下さい。

〒５８４－００６９ 大阪府富田林市錦織東三丁目５番１６号

ＴＥＬ　　　　　　　　　　０７２１―２５―１３５７
ＦＡＸ　　　　　　　　　　０７２１－２４－５０５９
お問い合わせ専用ダイヤル　０７２１―２５―８８５７
ＵＲＬ　　　　　　　　　 　http://www.takegawa.co.jp


